
 

 

 

 

 

 

 

 

 令和８年 3月２日 

目黒区立駒場保育園園長 

先月で全クラスの懇談会が終了しました。保護者の皆様と一年間の子どもたちの成長を振り返ることがで

きました。どのクラスの保護者の方々も悩みはありながらも我が子の成長を笑顔いっぱいで話している姿を

みると、大変だと感じながらも充実した一年になったのではないでしょうか。子どもたちは身体的な発達は

もちろん、様々な経験を通して自分の思いを表現できるようになりました。 

5歳児クラスの当番活動で毎日行っている仕事の中に“事務所に人数報告をする”があります。その中で毎

回私から子どもたちに色々な質問をするのですが、先日「保育園で一番の友達は誰？」と聞くと、少し考えた

後「全員でも良い？全員！」という答えが返ってきました。その子にとって保育園で友達と一緒に嬉しいこと

も悲しいことも、たくさんの出来事を共に経験してきたことが、しっかりと胸に刻まれ友達との間に“絆”が

芽生え、かけがえのない“仲間”になったのだなと嬉しくなりました。このたくましく成長した 11名の子ど

もたちはもうすぐ小学校への就学を迎えます。園内の子どもたちも、もうすぐ一つ大きなクラスに進級しま

す。子どもたち一人ひとりが新たな出会いの中で自分の力を発揮し、自分らしく過ごしていけるよう、また、

素敵な仲間ができるよう今後も見守っていきたいと思います。 

改めまして、保護者の皆様には様々なご協力をいただき心より感謝いたします。  

 

３ 月 の 行 事 予 定

卒園式   ３、４、５歳児クラス

お別れ遠足 ３、４、５歳児クラス 

保育室移動日（詳細は後日お知らせします） 

お別れ会 全クラス 

               避難訓練 身体計測 

「すろぼくとって」すごろくの間違いでした。 

 

「ぼくのおとうと、うちゅうじんなんだ」 

「バブバブ」「マンマ」って言うんだ。 

    

          （３歳児 さくら組） 

かわいいつぶやき 

特集 

 

気温がとても低く寒かった日のこと。 

子どもたちは保育士と一緒に空に向かって「お

ひさま～！」と呼んでいましたが、太陽は出て

きませんでした。 

A「せっかくよんだのに…」 

B「ねむたいのかな？」 

 

（１歳児 ちゅうりっぷ組） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 園庭の車の玩具にロープを付けて引いて歩く

遊びが大好きです。最近では友達と一緒が楽しく

なってきて「かいしゃいこう」と“お仕事”をし

ているような気持ちになったり「こっちだよ～」

と追いかけっこのような遊びをしたりしていま

す。遊びの中で友達と簡単なやりとりをして、楽

しさを共有する姿がたくさん見られるようにな

ってきました。 

 お気に入りのリュックを背負って登園してく

る子どもたち。朝の支度を自分でしています。

着替えカゴの前でリュックを下すと、カゴの中

に入っている洋服の数を「１コ（セット）、２コ」

と保育士と一緒に数えて確認しています。足り

なかった分の洋服はリュックの中から取り出し

てカゴの中に入れて「これでいい？」と保育士

に確認しながら準備を完了させ、遊びだします。

自分で出来ることが増えた喜びや自信を胸に、

意欲的に身の周りのことをしています。 

 丸い布の玩具をパンに見立てて「あーむ」と言いな

がら口を動かして食べる真似をする子どもたち。保育

士や友達の口元に持っていって“どうぞ”と食べさせ

てくれるので「おいしい」と頬に手を当てて応えると

嬉しそうに何度も繰り返します。保育士や友達の遊び

を真似しながら、生活の身近な経験を再現して楽しむ

姿が見られるようになってきました。 

 

 

 

 

こんなに大きくなりました 



 

“こまばーらんど”でドーナツ屋さんになった

ことが楽しく「もっとやりたい」と、紙で作った手

作りドーナツでおみせやさんごっこをして遊んで

います。「ドーナツ渡すね」「カード、ピッてして

もらうね」と、友達と役割を決めて店員になりき

っています。なかなか決められないお客さんには

「これがおすすめです」と言いながらやり取りを

楽しんでいます。 

外に出ると「何して遊ぶ？」と話し合い、氷鬼

やだるまさんがころんだなどを楽しんでいま

す。意見が分かれると保育士に相談に来るので

「やりたい人が多い方にする？」と伝えると、み

んなの意見を聞いて決めています。思い通りに

ならず不満そうにしている友達を見ると「次遊

ぶ時にやろう」と、友達の気持ちにも寄り添う姿

が見られたり、思い通りにならなくてもみんな

と一緒がよくて自分の気持ちに折り合いをつけ

たりして遊びを楽しめるようになってきまし

た。 

５歳児 ひまわりぐみ

 「これどうやって作るの？」と誰かが困って

いると「どうしたの？」「僕が教えようか」と

そっと手を差し伸べる優しい姿が見られま

す。また、園庭に出ると「何して遊ぶ？」と声

をかけあい、友達と話し合いながら遊びを進

めています。「まだ時間があるから、あと１回

やろう」と生活や時間に見通しを持ち、自分た

ちで存分に楽しんでいます。 

 

 

 


